
平
成
三
⼗
年 

五
⽉
⼗
三
⽇
︵
⽇
︶
⼗
四
時
開
始
・
⼗
六
時
終
了
予
定 

場
所
／
新
宿
柿
傳
６
階
古
今
サ
ロ
ン 

 
 

 
 

 
 

会
費 

⼀
般
三
千
円
／
会
員
⼆
千
円
／
学
⽣
千
円 

第
三
回
﹃
別
会
神
崎
流
地
唄
舞
研
究
会
﹄ 

第
⼀
部 

﹁
⾼
砂
﹂
舞 
神
崎
澪 

﹁
⼩
簾
の
⼾
﹂ 
舞 
神
崎
珠
紫 

解
説 

家
元
・
神
崎
え
ん 

第
⼆
部 

家
元
の
解
説
で
舞
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
後
︑
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
︑
⼀
番
基
本
の
動
作 

歩
く
︵
運
び
︶
廻
る
︵
舞
の
⼀
番
の
特
徴
︶
⽴
ち
座
り
な
ど
基
本
動
作
の
ワ
ổ
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
︒ 

第
⼀
部
で
取
り
上
げ
た
曲
も
参
考
に
︑
舞
の
動
き
を
⽇
常
⽣
活
で
使
え
る
動
き
に
リ
ン
ク
し
て
︑ 

男
⼥
両
⽅
の
動
き
か
た
は
︑
⽇
本
の
家
屋
や
着
物
な
ど
︑
特
別
な
事
で
な
く
⽣
活
に
即
し
た
動
作
に
も
応
⽤
で
き
ま
す
︒ 

別
会
は
今
後
︑
舞
を
め
ぐ
る
様
々
に
つ
い
て
を
題
材
に
随
時
開
催
予
定
で
す
︒ 

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
は
左
記
神
崎
流
事
務
局
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
︒ 

メ
ổ
ル
／jiutam

aikanzaki@
yahoo.co.jp  

電
話
／080-1063-3283  FAX
／03-3405-7190 


